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第 2 I品l 阿蘇間以JiZの白長 (昭和1-HFl2月初)

































































































カリウムイすシ 0.0015 クロー yレイ肯シ 。‘0106
ナト、!ウムイすン 0.0221 硫酸イ肯 ン 0.1813 
カルチウムイフtン 0.0149 遊離炭酸 0.1032 
マグネジウムイ すシ 0.0181 珪酸(メ担) 0.8078 
7エロイすシ 0.0066 翻酸(メ 部〉 0.0055 
アル ミニウ ムイすシ 0.0048 燐 酸 痕跡
アム宅ニウムイオン 0.0097 












硫酸マゲネジウム 0.0648 メ主珪酸 0.3078 
硫酸亙酸化繊 0.0179 メお棚殴 0.0055 
硫酸アルミーウム 0.0272 憐 酸 痕跡
硫酸アム宅ニウム 0.0358 








其 1kg を蒸費すれば0.6812瓦の固形物を残留す。本泉 1kg 中の含有量失の如し。
イオン表
水素イすン 0.0032 じドロ硫酸イすン 0.3021 
カリウムイすン 0.0101 硫酸イすン 0.2668 
ナトリウムイオン 0.0107 メ担珪酸 0.3737 
アム毛ニウムイすン 0.0216 メ鼻棚駿 0.0007 
カpνチウムイすシ 0.0263 品生遊炭酸 0.1608 
~)}・ネジウムイフt ン 0.0109 燐 酸 痕跡
フェリイすシ 0.0087 硫化水素 痕跡
ア Jレミニウムイすン 0.0106 













































アム毛エウムイすン 0.0108 燐 酸
ブエロイすン 0.0173 







O訓 22 1 硫酸アム毛ニウム













































び，湯量は主主k 増加せり。泉温 95'Cなり，?とあるo筆者が野席数授と 8月中旬観察した
(5) 前出.
(6) 理科年表. (昭和13年)E 115頁






第 1 表 観測せる間敵温泉活動表(昭和14年11月)
月 日|呑披l噴 騰|噴騰休止開始時時刻 日 番披|噴襲|蜘止開始 時 刻j
h m 1 nl b 111 
1939 NOV.7th. No.l 12 20始 12 40終 1939Nov.16th No.12 11 10始 11 35終
h m Jl m 
親 15 19始 14 00 古ミら
No・2吹、./ 1 m 噴出口にホ
16 21再強 No.13 ース E米を
h m h m 取付けたの
19 41 i軍三強 18 25終 r二子、 で噴騰を始依
吹 めない。って
1 1 1 m h m 
No. 3 2303始 23 24終 15 52取は
づした。
h m h m 
h m h m 15 55始 16 20終
~o\". 8th. No.4 2 25始 2 53終
b II h m 
No.14 19 24始 19 55終
5 21始 1 m h m 
h JIJ No.15 23 15始 23 40終
親 6 25再強 h J/l }. JIl 
主主主吹'-' h m ~ov. 17th No.16 2 55始 3 30終
7 26 f年T強
1 1 b I1 6 10始
9 00 I'i開催 9 51終 親 h 1 
No・17吹) 7 6再強
h IU h 111 
h m 1 m 9 20再三強 10 25終
14 39始 15 00終 h n. 1 JII 
No.18 15 12始 15 36終
h m h 1 b Jll b III 
No. 7 18 05始 18 30終 No.19 19 10始 19 27終
h 111 h Ju 
No.20 22 55始 23 15終
21 21始 h れ、 b lU 
1・111 Nov. 18th No.21 2 45始 3 15終
1No. 8長22 22再強 NO.22~妻、』「〆 1 m 1 1 1 Jil 6 25始 10 22終
23 35再ー強 h m 1 m 
h 1 h m No.23 17 58始 18 25終
Nov. 9th 1 00川円借 2 00終 1¥ JII )， m 
?くり.24 22 15始 22 23終
INo. 9 
1 m 1 m h '1} 1 111 
6 44始 7 10終 ヌ0¥'.19th :'¥IJ.2G 1 55始 2 20終
h m 
li JIl h JI No.26 5 40始 6 15終
;、り.10 10 36始 10 55終 h 1 h 1 



















第 2 表 噴臨副題鍛時間 炎
問~ 噴騰番披 問~ 噴騰呑綾 問
h z・2 '" :¥0. 1 o 20 );0. 1 (親吹) 一 No.20 20
h m n， 
No. 2 (親吹) 3 06 "，0. 21 30 
m '" '" :'¥0. 3 21 -;:{o. 12 25 1"0.22 (親吹) 3 57 
Jll '" 1ll No.. 4 28 :-Jo. 13 25 );，)， 23 2i 
h Jll Jll III 
:¥ u. 5 (親吹) 4 30 :'¥0. 14 21 :¥0.24 8 
Jll Jll m 
:'¥'0. 6 21 "，"0. 15 25 );0. 25 25 
III Jll Jll 
:¥0. 7 25 ?、10.16 35 );0. 26 35 
h m It '" '" 父o. 8 (親吹〉 4 39 T¥[0. 17 (親吹) 4 15 :'¥0. 27 42 
JlI よ且3
:¥0. 9 26 ':'¥'0. 18 24 :-':0.28 (親吹)





第 3 表 噴騰間隔及び休止時間表
日 番披|相隣寸壁の|休止時間 l噴問 l桝る蛾の|休止時間開始時間 開始時間の差
h m b 1.1 E、n・ h n且No. 1-2 2 59 2 39 No.15ー 16 3 40 3 15 
h ril h nJ 1 III h m 
Xo. 2-3 7 44 4 48 :¥'"0.16-17 3 15 2 40 
h m 1・ m m 1 rn 
.'<0.3-4 3 22 3 01 No.17-18 9 02 4 47 
1 In h 11 h Jll 1 】旧
三~o マ 4- 5 2 56 2 28 No.18ー 19 3 48 4 34 
h ru h n】 1、 lU h m 
No. 5-6 9 18 4 48 No.19~20 3 45 3 28 
b m h m h m h ru 
No. 6-7 3 26 3 05 No.20-21 3 50 3 30 
h m b m h m h '" No. 7-8 3 16 2 51 No.21-22 3 40 3 10 
h m h '" h m h m :¥'"0.8-9 9 23 4 44 No.22-23 11 33 7 36 
h '" h lU h nJ h m :¥0.9-10 3 52 3 26 No.23-24 4 ]7 3 50 
h m 、m h m h l¥l 
:.'<0.10-11 3 21 3 02 No.24-25 3 32 3 32 
h m h '" Xo.25-26 3 45 3 20 
h m 1. m 1 ru h m 
No.12-13 4 45* 4 48* No.26-27 4 12 3 37 
h m ]， m 1 m h m 
No.13-14 3 29 3 04 No.27-28 3 13 2 31 
]1 m b m 





















































































(8) J" I-Ol1c]九 andT. Sりne;“TheMincral Springs in Japan，" (1')15)， 73・



































































R. Bunsen: Pogg Ann.， 72 (1847)， J59-170. 
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によると 1.5米下で 100'C，1ぽ 104 Cで一定してゐ友かった様である。又 Bunsenら
Iceland で測定した結果を見ると 1米下で種A と費化してゐるやうである。筆者が阿蘇間
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(5) か Lる見地から判断すると，との間歓泉は目下のととろ規則正しい OldFaithfull型
と不規則tJ_Excelsior型の中聞を往来してゐるC
(6) 子吹も lケの濁立し?と活動とみれば，その7象備活動に類するものが判別出来る。市し
てそれ等が主活動?とる子吹に劃する闘係は親吹と子吹の闘係と同様である。
(7) との間敏泉を目して熱海型とするには，夏に時聞を経て徹底的迫窮の上全機構を明か
にした後で友ければ決定出来ない。
(8) 吾人の言ふ噴騰櫨観時聞を知れば活動常態中の全湧出量は 40LjlVIを乗示、ると出る。
(9) 最強噴出時の湧出量が略一定であるとと及び、初期活動時の湧出量が略一定 C2oLjl¥I)
であって数ヶ月間あまり費化のたい事は，活動機構が略一定であるととを示すもので
はあるまいか。
(10)問歓泉の活動が阿蘇火山活動の僕様と大費に似てゐる υ してみると間歌泉の研究は阿
蘇火山活動の機構研究にも重大友暗示を輿へるものである。阿蘇火山に於ても火口管
口内温度轡化の測定を賓施せば間歓泉に於けると同様の闘係を示してくれるものでは
あるまいか。
以上今日までに得?とる資料を列馨し?とのみで，間歓泉活動の機構は更に徹底的追窮に依っ
て解決したい。
終りに本調査にあたり野満教授より文部省科撃研究費の一部の使用を許された事を記し
深甚の謝意を表する失第である。
(333 ) 
